
【総社南】 令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例  

学 校 名  岡山県立総社南高等学校 

実践者等  藤原 一朗 実践日  令和４年10月24日 

実践場面  歴史総合 

対象生徒（学年等）  普通科１年 

育成を目指す資質・能力  ■知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 ■学びに向かう力・人間性等 

分類 授 業 中 ■クラウドやアプリの活用 □デジタルデータの保存 ■思考やデータの可視化 

■データの共有や共同編集 ■対話を充実させる活用 ■思考を促す活用 

■表現を充実させる活用 □課題のやり取りと評価の支援 □効率化や省力化 

家庭学習  □振り返り □探究 □反転学習 ■補習・定着  

【授業】 資料集の表「列強の帝国主義政策」を国際

関係図で表す。 

 

 

 

（１）生徒を4人一組のグループ（10班）に分けて、 

Google Jamboardにまとめる。 

 

 

 

 

 

（２）まとめ 

 各国の間で対立が多く見られることに注目させ、帝国主義時代の列強の対立関係が

この先勃発する第一次世界大戦の要因の１つとなることを理解させる。 

【本時と家庭学習との連動】  

（本時前）予習として準拠ノートの穴埋めや記述箇所を完成させてくる。 

（本時後）授業後「閲覧者」権限で生徒に公開することで考査等の学習に利用する。 

 


